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あ　と　が　き
　学内・外を問わず，ぼやっとした情況に包まれている
ような気がする．将来の日本の生活環境は明るいとはい
えない．明るくするにはどうすればいいか，という議論
がオープンにならず民主主義が泣いている．ムツゴロウ
も泣いている．医学の世界でも，へたをするとタコツボ
的研究が幅をきかし，医学・医師とは何か，という基本
的議論がなされないまま，大学院大学なるものが闇打ち
的に増加している．厚生省は保健医になるための2年間
研修を義務づけようとしているが，それをするよりアメ
リカのように身のあるインターン制度（当然，給料をも
らい，充実した研修が保障されている．）のようなことを
考えるべきである．2年間研修という美名は何を意味す
るか．臨床医の方々は真剣に考えるべきである．
　歴史があるということは，時として，慣れ合いの中で
腐敗の温床にならないとも限らない．そうならないため
には，単に現状を保持しようとするのではなく，多少の
危険を乗り越えて未来を切り開く必要がある．なぜなら，
大学は絶えず未知なるものを求め続ける運命を担ってい
るからである．我が大学の現状は，将来はいかに！1最後
に，本誌がかけ込み的論文ではなく，すべてが腰をおと
した内容の論文で満されるようにしたい．
　　　　　　　　　　　　　　　　（山田仁三　記）
幹事会（要旨）（平成9年1月）
1．臨床懇話会開催報告及び開催予定の報告があった．
2．編集状況の報告並びに編集について討議した．
3．第140回医学会総会は，平成9年11月15日（土）開
　催することが決定した．当番教室は薬理学教室，内科
　学教室（2）．
4．日本学術会義第17期会員の推薦人及び推薦人予備者
　の候補者が決定した．
　　　推　薦　人：伊東洋副会長
　　　推薦人予備者：三浦幸雄副会長
5．写真にスケールバーを入れた方が大きさが分かりや
　すいという提案があり，種々討議した結果，編集幹事
　に一任することとした．
6．「東京医科大学　国際学術交流シンポジウム開催案
　内」を東医大誌54巻6号の最初のページに色紙で掲
　載することとした．
7．現在欠員となっている庶務幹事に，遠藤任彦先生が決
　定した．
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